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2023年度後期企画展

9月 2日 (土)～11月 30日 (」D
R俗芸能ゃ色,1受 t、 子どtたもの士:舌1
見つめたな古富諄蒙o木市葛属

を高めるとともに、自らの制作の中心に木         権現舞

版画を据えながら絶えず自省的に実践を見つめ直してきました。

この度、当美術館では米寿を迎えた谷内氏の制作及び教育実践を回

顧する場として企画展を開催します。木版画の魅力を味わうと共に地

元の民俗芸能の良さを再認識する場となれば幸いです。

美術館外での関連展示としては、谷内氏が指導した小 。中学生の木

版画作品を展示します。農村地区の生活の実態を見つめた子供たちの

生き生きとした表現の中に、現代へのメッセージとして受け止めるベ

き何かがあるのではないでしょうか。

谷台博■晟
谷内氏は小 。中学校で教員を続け、美術教育に熱心に取 り組んできました。表

現活動として本格的に本版画を始めたのは退職後のことですが、好きな登山の

帰りに神楽を鑑賞し、テーマの一つにすることを思いついたそうです。以来、早

池峰神楽をはじめ、鬼剣舞や神社、神話など民俗的テーマを木版画で表現する

ことを継続しています。早池峰神楽の保存

会にもかつて所属し、その芸能活動を間近

で体感してきています。

情熱を注いだ版画教育の実践の作品群か

らは、生徒と共に成長しようという真摯な

姿勢が伝わり、地元に根差した素朴な表現

の特性が現れています。版画の実践的価値

谷内さん夫婦 ご自宅前で

間違属黒 小中学生の木南百

江釣子中学校生徒作品の一例
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谷内さんが指導した児童 。生徒の木版画作品を展示します。

◆おでんせプラザぐろ―ぶ3階
生涯学習センターギャラリー

会期 :9/2(土)-11/30(木 )
昭和50年代の、横川目小学校および飯豊小学校児童による作品

◆江釣子地区交流センター ミニギヤラリー
会期 :10/27(金)-11/30(木)
平成2～ 5年度の江釣子中学校生徒による作品
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未就学児OK♂

N
9月 !6日 (土 )午 前 :!時～午後2時

毎年恒例の子ども向けイベント「美術館秋まつり」のご案内です。利根山光人記念

美術館の敷地内で、お絵かきや色塗りを楽しみませんか?道具はすべて用意します。外

水道もありますよ!タオルと飲み物を持って、汚れてもいい服装で来てください。

●みんなで自由にお絵かきしようよ !～チョーク編～

美術館敷地内の坂道に、チョークでお絵かきします。普段なら怒られるけど、
この日は道路に思いっきり絵を描いちゃおう♪

●みんなで自由にお絵かきしようよ !～絵の具編～

大きな模造紙に、好きな色の絵の具でお絵かさします。手や足、葉っぱやスポ
ンジなど、筆以外で描いてもOK♪
●みんなでお面に色塗りしようよ :

鬼の顔や鳥のモチーフに、アクリルガッシュで
｀
自由に色を塗ってみよう♪

前回の様子

■
● ● ■ 口

● ● ● ●
● 。 ■ ●

● ● ● 0■ ● ● ■
● ● ● ■

● ● ● ●
● ● ● ●

● ● ● ●
● ● E口 '。 ■

令和 5年度利根山光人記念美術館絵画教室修了作品展開催
4月 から開講した今年度の絵画教室も、とうとう8月  会期 9月23日 (土 )～10月6日 (」≧)
で最峰回を迎えます。受講生たち6名による成果展示を  会場 北上駅前おでんせプラザぐろ―ぶ3階
生涯学習センターにて開催します。              仕羅登理わ ′`々 _ダ‐号II_

で設了猛薇了慎l亀縁基磯像3響t)£寺、:自
分たち センタ雉 暑ξアも時たら1語

なお、絵画教室は来年度も開講予定です。       観覧料 無料 ※受付にて駐車券3時間割引有り

■

こうして臨機応変に100周年事業は展開していったが、そのまとめ
が後期企画展「利根山光人記念美術館のあゆみ展」と「利根山光人記

念大賞受賞作品展」の開催である。
25年の館の歴史の中で最も大規模な事業とも言えるのが「利根山光
人記念大賞展」である。地方都市が主催する全国公募展は当時、各地

で開催され賞金も高額であった。自治体にかなりのエネルギーがない

ことには成立しない事業である。開館 20周年記念大賞の版画展も含め

ると実に6回の大賞展を開催してきたということは、館にとっても北
上市にとっても大きな財産 となったと言える。また、受賞者数名が当

館の企画展 としても紹介されている。1回 目の受賞者は東京の方だっ

たが、2回 目以降地元の作家も数多 く受賞を重ね、県内外の作家の魅

力的で多様な作品が北上市に集結した。コンクールの審査員は著名な

芸術家、文筆家、大学教授、評論家が名を連ねた。
この記念大賞展の盛 り上がりは、利根山の芸術家としての実績やその思想や哲学への共感が結実したものと

して関係者は受け止めた。受賞作品はすべて北上市の買い上げとなり所蔵作品として保管されてきた。時折、

市内にも展示される機会はあったが、この企画展で受賞作品全 18点が同時に美術館に展示されるのは初めての
こと。「祭」部門「自由」部門があることから、実に多彩な作品群であり、展示室は華やかな空間となった。

(次号へ続 く)

利根山光人記念美術館

●開館時間 10:00-16:00

(最終入館は15:30まで)

～@T口NE美～

北上市まちづくり部生涯学習文化課

〒024-0061 岩手県北上市大通り1-3-1
電;話:0197-72-8304 FAX10197-63-3121

ARTの ある「まちづくり」へ
-2021年記念事業を振り返る一⑥

雨天時は屋内で 小学生歓迎 だれでも無料

子ども集まれ♪

矛大きつl,

発行

美術館

事前申し込み不要 !時間内いつでも体験できます
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念実術館開館25周年記念企画

躙 光人記念大賞受賞作品展


